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研究内容：  

 私は非線形分散型方程式に分類される方程式について研究を行っています。非線形分散型方程式は、電磁波や水

面波など、さまざまな波動現象を記述する方程式として知られており、その代表的な例として、非線形 Schrödinger 方程

式や非線形 Klein-Gordon 方程式などが挙げられます。非線形分散型方程式は、波を分散させる効果と集中させる効

果の双方をもち、これらの相異なる 2 つの性質の強弱によって解の挙動が決定されます。特に、2 つの効果の強弱がつ

り合うとき、いくら時間が経過しても波の形が変化しない 「孤立波解」 が現れます。私の研究の観点は以下の 

2 つに大別されます。 

 

① 孤立波解が存在するかどうか 

 

先に述べたような、 「波を分散させる効果と集中させる効果がつり合う」 という状況は常に起きるとは限りません。

したがって、どのような条件下で孤立波解が存在するのかを調べる必要があります。特に、 「エネルギー最小な孤

立波解（基底状態）」 が存在するかどうかは重要な研究課題のひとつであり、② の研究を行う際にも重要な役割

を果たします。 

 

② 孤立波解が安定であるかどうか 

 

ここでは、孤立波解のまわりにできる波について考えます。孤立波解と形状が近い波を 1 つ考え、それを初期値と

する非線形分散型方程式の解を考えます。この解が、いくら時間が経っても孤立波解の近くに留まり続けるとき、

孤立波解は安定であるといいます。一方、同様にして作られた解がある時刻を境に大きく形状を変えたり、発散し

てしまう場合、孤立波解は不安定であるといいます。 

これまでに、さまざまな非線形分散型方程式について孤立波解が安定/不安定になる条件を調べる研究が行われ

ています。 

 

 私は主に、Korteweg--de Vries方程式を一般化した方程式について、上記の 2 つの観点で研究を行っています。 
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